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足柄上郡中井町のデンジソウ群落

田中徳久

Tanaka Norihisa: Marsilea quαdrifolia Community in Nakai-machi, 

Ashigarakami-gun, Kanagawa Prefecture 

はじめに

神奈川県内のレッドデータ植物を含む植物群落の

現状に関しては，ハコネコメツツジ（田中， 1994）や

カワラノギク（田中， 1996），サツキ（田中，1999）な

どの報告がある。本報では，それらの報告に続き，足

柄上郡中井町で現存が確認されたデンジソウ群落に

ついて，その現状と種組成， 生育立地を報告する。

デンジソウMarsileaquadrifoliαLは，本州以南

の低地の水田や池沼に広く生育していたシダ植物で

あるが，近年，水質汚濁や除草剤の使用，耕地整理

等により急速にその生育地が失われつつある。我が

国における保護上重要な植物種の現状検討委員会種

分科会編（1989）では危険種として，日本植物分類

学会絶滅危慎植物問題専門第一委員会編（1998）で

は絶滅危慎II類（VU）として報告されている。

神奈川県内でも，多摩，三浦，湘南などの低地部の

各地に広く見られたが，秦野市や中井町以外ではほ
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ぼ消滅したとされ，絶滅危倶種として扱われている

（神奈川県レッドデータ生物調査団編， 1995）。また，

現在，神奈川県植物誌調査会により進められている

調査によっても，近年の産地として，平塚市北金目

(1996年9月16日浜口哲－HCM72330, 72331），秦野

市峠（1997年6月1日佐々木あや子HCM72332），小

田原市桑原（1997年8月14日松岡輝宏 ・工藤晴子 ・

和田美乃 ・奥村和子 KPM-NA109464），中井町松本

(1997年10月26日梅木俊子・金井和子KPM-NA109299;

本報の調査地）があるに過ぎない（HCMは平塚市博

物館， KPMは神奈川県立生命の星 ・地球博物館を示

す；図1-A）。

調査地概況および調査方法

調査地は，神奈川県足柄上郡中井町松本（国土

基本メ ッシュ5239-71-97）および隣接する久所

(5239-71-87）の水田である （図1-B）。松本の水田



デンジソウ群落群落表．

a：イヌタデ下位単位 Underunit wi出 Persi叩 riαlo時 isetα
b；コオニタビラコ下位単位 Underunit with Lapsana叩(9Dnoides
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畦畔にそれぞれ成立する植物群落の構成要素が混在

しており，調査対象としては不適切な面も多い。し

かし，今回の調査では，デンジソウの生育する植物

群落の組成を記録することが目的であるため，敢え

てデンジソウの生育場所を中心lこ調査区を設置した。

調査結果および考察

今回の調査の結果得られた8個の植生調査資料よ

り作成した群落表を表lに示した。

中井町のデンジソウを含む植物群落は，デンジソ

ウを区分種にデンジソワ群落にまとめられた。今回

の調査で得られた資料では，植生高は10～30cm，植

被率は10～70%で，優占種はデ、ンジソウも含め各調
査区により異なるが，区分種群のほかアメリカタカ
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畦畔は伝統的な手法によるもので，久所の畦畔はコ

ンクリートで塗り固められており，対照的である。

野外における植生調査は，Braun-Blanquet(1964) 

ほかによる植物社会学的手法に基づいて1998年10月

20日に行い， 調査区内に出現した全植物について，

全推定法による総合優占度，群度を測定，記録した。

また，各調査区の海抜高，斜面方位，斜面傾斜など

の立地条件についても測定，記録した。こうして野

外で得られた植生調査資料を，パーソナルコン

ピュータによる表操作フ。ログラム（鈴木ほか，1985

を改変）を用い，素表，常在度表等に組替え，群落

表を作成した。

なお，調査地のデンジソウは，水田縁辺部および

畦畔に生育している。本来，水因縁辺音I）は，水田と



サブロウの常在度が高かった。

デンジソウ群落は，イヌタデやノチドメなどを区

分種とするイヌタデ下位単位と，コオニタビラコと

コナギを区分種とするコオニタビラコ下位単位に下

位区分された。イヌタデ下位単位は，松本で得られ

た植生調査資料がまとめられたもので，伝統的な手

法により，田の土を盛り上げるなどして形成された

畦畔およびその水田の縁辺部のデンジソウ群落であ

る（図2）。なお，デンジソウが生育している畦畔は，

過湿で，踏み固められていない畦畔で、あった。コオ

ニタビラコ下位単位は，久所で得られた植生調査資

料がまとめられたもので，コンクリートで塗り固め

られた畦畔を持つ水田の縁辺部のデンジソウ群落で

ある（図3）。水田縁辺部およびl庄｜伴は，それぞれの

立地に成立する植物群落の構成要素が混在すること

が多い。山口ほか（1998）による畦畔の平坦部の調査

では，基盤整備された畦畔（整備後5年経過）には，

ノチドメやスイバなどは出現せず，撹乱後の回復能

力が低いことが指摘されている。本報で区分したイ

ヌタデ下位単位は，これらの安定した畦畔に生じる

ノチドメやスイバなどと，水田に生育するセリやノ

ミノフスマなどの異なる植物群落の構成要素が混在

することで特徴づけられる。 一方，コオニタビラコ

下位単位は，水田に成立する植物群落の構成要素で

あるコオニタビラコやコナギなどの種群により特徴

づけられるが，畦Ill半がコンクリー卜で塗り固められ

たことにより，木来畦畔に生育する植物はその生育

地を失い，畦畔に成立する植物群落の構成要素をほ

とんど欠く。

さらに，調査区数が少なく十分な検討が行えない

面もあるが，イヌタデ下位単位は，調査を行った立

地，すなわち，まえあぜ（水田に面した畦Ill半の塗り

面；山口・梅本， 1996）や平坦音11（畦畔上の歩行路 ；

山口・梅本， 1996），水因縁辺部により種組成が異な

る。表lにおいて，通し番号lおよび2は平坦部で得

られた資料，通し番号3および4はまえあぜで得られ

た資料，通し番号5および6は水田縁辺部で、得られた

資料であり，平坦音13およびまえあぜで得られた資料

は，ヘビイチゴやヒメクグ，スイバなどにより特徴

づけられ，平坦部の資料は，これらの種に加え，カ

ントウヨメナやトウパナ，スギナなどで特徴づけら

れる。水因縁辺部の資料は，イヌタデ下位単位の区

分種がわずかに生育するのみで，相観的にはコオニ

タビラコ下位単位に類似する。また，立地別の平均

出現種数も，平坦部が18.0種，まえあぜが12.0種，縁

辺音13が6.8種（イヌタデ下位単位が6.0種，コオニタ

ビラコ下位単位が7.5種）と，各立地で異なる。

これまで田中（1994,1996ほか）が報告したカワ

ラノギクやノ＼コネコメツツジは，それぞれの立地に
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図2 中井町松本のデンジソワ群落

図3 中井町久所のデンジソウ群落

成立する植物群落の主体をなし，群集等の植物社会

学的な植生単位の標徴種として扱われうる種で、あっ

た。しかし，今回の調査により記録されたデンジソ

ウを含む群落は，デンジソウを区分種としてデンジ

ソウ群落にまとめたが，各植分の種組成は生育立地

ごとに異なる。また，Miyawaki(1960）のウリカワ←

コナギ群集の原記載となる群集表にもデンジソウが

随伴種として出現しており，他の既発表のII庄畔や水

田の植物群落と比較し，本報のデンジソウ群落は，デ

ンジソウ以外の種組成に差異はなく，デンジソウを

標徴種とした群集として位置づけることはできない。

今回の調査で記録された植分のうち，コオニタビラ

コ下位単位とイヌタデ下位単位の一部（表lの通し



番号5および6）は，水田雑草群落のノミノフスマ

ケキツネノボタン群集あるいはウリカワーコナギ群

集に含まれるか，その断片的な植分であり，残るイ

ヌタデ下位単位の一部はミゾカクシーオオ、ジ、ンバリ

群集の断片的な植分であると考えられる。

デンジソウは，岩槻編（1992）などにも記載され

ているように，水田や池沼に生育するが，神奈川県

内の現存する産地はすべて水田であり，池沼の資料

を得ることは出来ない。本報では，デンジソウは水

田および畦畔に生育し，既発表の植生単位に含める

ことが可能であることを指摘した。しかし，前述の

ようにデンジソウの生育している畦畔は過湿で，踏

み固められていない畦畔であり，本質的には水田が

その生活の本拠であると思われる。レッドデータ植

物の出現が，その植分の評価にどのような意味を持

っかは今後，検討すべき課題である。今回の調査に

おいては，デンジソウの生育する畦畔の平坦部 ・ま

えあぜ・水因縁辺部という立地ごとの種組成を報告

したが，今後，デンジソウが出現する植分と出現し

ない植分について，さらに多面的に比較・検討する

必要がある。
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